
山梨県発 新たなブランドきのこ

「山梨夏っ子きのこ」は、

県森林総合研究所が開発 した

夏が旬の珍しいきのこ なんだ！

食べるとアワビのような

こりこりとした食感 で

とっても美味しいよ！
山梨夏っ子きのこ
普及キャラクター

®



 県では山梨らしい新たな特用林産物として、県森林総合研

究所が開発した「クロアワビタケ」の新品種を「山梨夏っ子

きのこⓇ ※」と名付け(商標登録済）、産地化・販路拡大に向

けた取り組みを行っています。

（※ この名前は「暑い山梨の夏に、元気に育ったきのこ」をイメージ

しています）

 クロアワビタケは、産地が限られていることから希少性が

高く、夏場でも収穫できる「きのこ」です。アワビのような

歯応えがあり、くせが無く、様々な料理に利用できます。

また、普通のきのこよりも日持ちがよく、冷蔵庫で2週間ほ

ど保存できます。

 「山梨夏っ子きのこⓇ」は平成29年から県内で栽培が始まり

ました。県では種菌メーカーや生産者の方々と協力しながら、

生産体制の構築に向けた取り組みを推進しています。

「山梨夏っ子きのこ®」

「山梨夏っ子きのこ」に関するお問い合わせ先
山梨県 森林環境部 林業振興課 普及指導担当
電 話 ： ０５５－２２３－１６５２
電子メール： ringyo@pref.yamanashi.lg.jp

詳しい情報は、県HPに掲載しています。
URL: https://www.pref.yamanashi.jp/ringyo/fukyu/kuroawabitake.html

山梨県特用林産協会


